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国有林野事業関係業務の業務・システム最適化計画の概要

１ 現在の業務・システムの概要

・ 国有林野事業の造林、木材販売等の主要業務及び経理、貸付等の定型業務は、改

善分散処理システムで効率的に処理。また、森林資源や森林計画に関する情報は、

森林情報システムで管理

・ 現行システムは、業務の処理に留まっており、事業実行結果の分析・評価の機能

が不十分、また、森林情報システムとは直接連携していない等が課題であり、森林

情報や森林整備情報などを蓄積・整理する機能を構築し、各種情報の有機的連携と

有効活用が図られるよう、システムを再構築する必要

２ 最適化の実施内容

（１）最適化の効果

・システム運用経費は、年間で約7.3億円（試算値）の削減

・業務処理時間は、年間延べ約1.1万時間（試算値）の短縮

（２）最適化の実施内容

① 各種情報の有機的連携と有効活用

森林資源情報、森林整備の計画や事業実行結果に関する情報を有機的に連携させ、

業務で容易に有効活用できるよう、記番ごと、時系列に蓄積・管理するデータベー

ス機能を構築

ア 事業実行結果の分析・評価や企画立案への活用による業務の高度化

・森林計画策定に向け、森林資源や事業結果に基づく分析・評価の高度化

・森林整備の箇所別の分析・検討など業務予定に係る企画立案業務の高度化

・森林ＧＩＳとの連携による二酸化炭素の森林吸収量の報告・検証体制の高度化

イ 国民に開かれた管理経営の推進による国民へのサービスの向上

・森林情報や森林利用に関する情報の整理と国民への適切な情報提供

ウ 業務の充実・強化による高効率な管理経営の実現

・システム連携によるデータ重複入力の排除、システム操作性の統一

・各業務の進行管理や実施状況の把握などの業務支援機能の充実

・法令制限のチェック機能、各種台帳類の検索機能の強化

② 府省共通システムの利用及び連携

人事・給与システムとの連携が図られるよう構築、また、その他の府省共通シス

テムについては、開発スケジュールの動向等を踏まえながら導入に向けて検討

③ レガシーシステムの刷新による経費削減

システムの統合、拠点の集中化、システムのオープン化、ハードウェアとソフト

ウェアの分離調達等により経費を削減
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３ 最適化工程表

2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2011年度
(平成16年度） （平成17年度） （平成18年度） （平成19年度） （平成20年度） （平成23年度）

最適化計画策定 システム設計・開発

試行

運用等

新システム導入・運用



新たなシステムのイメージ図

林班管理

雇用情報

製品生産

造　林

分収育林顧
客管理

行政文書
管理

貸付・使用等
管理

製品販売

収穫調査

林　道

財　産

経　理

立木販売

個別のシステム毎に独立し、それ自体で
完結するシステム。
情報（データ）は単年度で消去。

電子申請、情報提供
等への対応

既存システム 新たなシステム

労務統計給与賃金

物品管理

システムの
全面的な刷新

森林情報

企画立案検
討評価

森林整備森林保全管
理

林産物供給
国民への
サービス

総　務経　　理

府省共通シス
テム等との連携

二酸化炭素の森林吸
収量の報告・検証体
制の確立

公益林の適切な保
全・整備・管理

システム
機能の有
機的統合

・システム同士のデータ連携強化

森林ＧＩＳと連携
（記番ごとの森林整備等
の実績を提供）

計画

実施
見直し

評価

ＰＤＣＡ
サイクル
による計
画評価

・多様な情報を時系列に蓄積・整理し、有機的な連携活用を図る。
・森林整備や保全、管理等の実績等を記番ごとに効率的に蓄積・
整理

人事・給与
システム
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